
どうぶつ　賠償責任事故通信 大型犬特集号

どうぶつと楽しく幸せに暮らすためには、「賠償責任事故」を起こさないよう、飼い主様がどうぶつを守ってあげる
ことがとても大切です。
実際に起きた事例から事故の予防方法をご提案しておりますので、ぜひご協力ください。

事故後、我が家では S ちゃんが殺処分されてしまうのではないかという
話も出ていたのですが、被害者の方が「殺処分までされなくてもいいですよ」と
言ってくださったので、現在も一緒に暮らすことができています。
自分のせいで、この子とお別れしないければいけない！と、とても悲しくて悔しい気持ちだったので安心しました。
その後、しつけの大切さについて家族で話し合ったところ、子供達がお金を出し合ってマスクを買ってきてくれ、
「これをつけたら、また一緒にお散歩にいけるよね」と Sちゃんに話しかけていたのが印象的でした。
それからは、散歩時にマスクやチョークチェーンをするようになりました。

実録！　ご契約者へのインタビュー
先日、セント・バーナードが通行人に咬みつくという事故が起こってしまいました。その飼い主様に、事故の
お話やセント・バーナードへの思いについてお伺いしましたので、その声を掲載させていただきます。

事故内容
弊社ご契約者のワンちゃん〔セント・バーナード（以下 S ちゃん）〕が、近所を散歩中にすれ違い
ざまの通行人に突然飛びかかり、腕に咬みつく。
被害者は、腕の皮膚が壊死してしまったため、皮膚移植が必要となる大ケガを負った。

■ 性格について

■ 原因について

■ 事故後について

優しく甘えん坊で、よく私にじゃれるような子です。
我が家では 3頭のワンちゃんを飼育しているのですが、Sちゃんは、
他の子が私にじゃれているときには、それを押しのけてでも自分が甘えて
くるような甘えたがりの末っ子でした。
最初から凶暴な子だったら警戒することができましたが、人を咬むようなことは今までなかったですし、
優しい甘えん坊というイメージだったので、まさかこんなことになるとは・・・とショックです。

現在は室内で飼育していますが、昔は Sちゃんを庭につないでいました。
自宅の目の前が高校なのですが、心ない生徒がSちゃんに意地悪をしていたようで、他人に自分の陣地を害される
ことへの恐怖心が芽生え、陣地に入る人へ攻撃的になってしまったのかもしれません。

「どうぶつ 賠償責任事故通信 大型犬特集号」は、大型犬と暮らしていらっしゃる方にお送りしております。

大型犬の魅力といえば・・・

大きな体で
甘えてくるところ

抱きしめた
ときの感触存在感

でも体が大きくて力も強いから、大きな事故が起きやすい
みたい。事故が起きる前に予防することが大切ね。



繰り返し事故を発生させてしまった場合、継続契約をお引受できない場合がありますのでご了承ください。

LK439-1502-02

被害者のおケガの様子

被害者は直ちに救急搬送されたものの、左前腕部の半分ほどにあたる、
縦 15cm・横 15cmの範囲にわたり皮膚と皮下脂肪を欠損した。
また、受傷箇所の細胞が壊死していたことから、自然治癒は
望めず皮膚移植を余儀なくされた。入院費や後遺障害慰謝料
などで、約 420万円の損害賠償を求められた。

注意していても、押さえきれ
ない場合がありますので、
外出時にはマスクの着用が
有効です。

チョークチェーンは、うまく利用する
ことで歩行の訓練になり、ひっぱり癖
を直すことができます。
ひっぱり癖にお悩みの方は、一度試し
てみてはいかがでしょうか。

多頭飼育の場合、1頭のワンちゃんに気を取られ
ているうちに、他のワンちゃんがイタズラをして
しまったなどの事例が多く報告されています。
1頭ずつお散歩させると、安全かつワンちゃんに
愛情を十分にそそぐことができます。

対策① 対策② 対策③

咬みつき防止のため、お散歩
のときには必ずマスクを着用

ひっぱり癖を直すため、チョーク
チェーン（引くことで首がしまる
リード）を使用

多頭飼育の場合、全頭を一度に散歩せず、
1頭ずつ散歩させる

＊

賠償責任事故を予防するためにできること！

真皮

表皮

皮下組織

約 3mm

＊部位によっても異なりますが、皮膚を構成する表皮は厚さ 0.1mm・真皮 2mmほど、その下が皮下脂肪などがある皮下組織となります。　

ちょっと咬んだだけ、と思っても、簡単に傷が皮下組織まで到達して
しまうことがわかります。


